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■ はじめに 
工業洗浄や, 省エネ技術, 更には医療といった, 様々

な業界においてマイクロバブルの可能性が期待されてい
る. 中でも, ベンチュリ管と呼ばれる縮小拡大管はその簡
単な構造においてマイクロバブル生成できることから大き
く注目を集めている[1] (図1,2). しかしながら, ベンチュリ
管内でのマイクロバブルの生成機構が解明されていない
ことから, 応用のための効率化が阻害されている. そこで
本研究では, 気泡の微細化現象を解明するために，ハイ
スピードカメラを用いたベンチュリ管内における気泡の微
細化挙動の可視化計測, ならびに気泡の収縮速度の算
出, ベンチュリ管内で発生する衝撃圧の計測を行った.  

 
■ 活動内容 
1. 衝撃圧の観測 
 気泡崩壊現象発生箇所付近の喉部を z = 0mm とした
ときの，z = 37mm において圧力の計測を行った. その結
果を図3に示す. 気泡の収縮崩壊が起きている条件，気
相流量比 β = 0.015では, 圧力の急激な上昇が数多く
確認された. しかし, 気相流量の多い条件では, 圧力の
急激な変化は確認できなかった.  
 
2. 気泡崩壊現象の可視化計測 
 ベンチュリ管において気泡がどのように崩壊し，マイクロ
バブルを生成しているのかは未だ知られていない．本研
究では，ハイスピードカメラを使用することで気泡が崩壊
する様子を可視化することに成功した．実験条件は，前項
と同じ液相流量， β = 0.015 にて計測を行った．その様
子を図4に示す．気泡表面で表面に無数のトゲ形状が生
じて崩壊していることがわかった．また，体積が0になり崩
壊しており，その際に周囲流体が衝突することで発生する
衝撃圧は，前項で計測したものとオーダーで一致した． 
 

 

写真 １ 気泡崩壊の様子 

 
図 1 ベンチュリ管内における気泡崩壊の様子 

 
図 2 流入部と流出部における気泡径の分布 

 
図 3 ベンチュリ管内で計測された衝撃圧 
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